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〔千葉医学 52，85"，86，1976J 
〔海外だより〕 ストラスブール?ごより
幸運にもフランス政府奨学生としてストラスブールに
てウイルス学研究に従事する機会を得たので当地の模織
を簡単に紹介したい。ストラスプールはフランスとドイ
ツとの国境に位置し，再三ドイツ，フランス両国間で奪
い合いの対象となったアルザ、ス地方の中心であり，現在
人口約 25正，周辺部を含めても 40数万人の小じんまり
した都市である。この地方の複雑な歴史は人々の言語生
活に端的に反映されている。当地での話し言葉はドイツ
語系のアルザス方言で、あるが，書き言葉はドイツ語また
はフランス語である。 40才代の人々は第 2次大戦中に
ドイツ人として教育されたためドイツ語を得意としてお
り，このためアルザスの地方新聞にはフランス語版とド
イツ語版とがあり，キヨスクにはドイツの雑誌も多数並
べられている。 3種の言語が入り乱れている状態は幼児
にとって迷惑なことで，アルザス語の動詞をフランス語
風に活用させたりするのは未だしも，甚だしくなると
「多言語併用の小児精神病に及ぼす影響」などという学
位論文の観察対象になりかねない。当地の人々の話によ
ればアルザス地方の人々はパリ地方のフランス人と違っ
て良く働き，しかもきれい好きだということである。
街にはイヌが非常に多数見られる。多くの人々がイヌ
を飼っており，一人と一匹で暮している老人も多いロイ
ヌが多いことと，アルザス地方およびその周辺に分布し
ているキツネが汚染源となるため狂犬病は日本における
よりも重要な問題となっており，イヌばかりでなく，ネ
コにも狂犬病の予防接種が義務付けられている。同じく
キツネからイヌを介してヒトに及ぶエヒノコッカス症も
重視されているようである。
ストラスブールの大学は 1968年以後 3つの大学に再
編成され，理学，医学，薬学からなる大学は当地で生ま
れたパストウールにちなんでjレイ・パストウール大学と
称している。歴史の古い大学ではあるが建物は一部を除
いて 10数年前に全て建て直され，現在では近代的ビ〉レ
に姿を変えている。当大学の医学部は約 4，500名の学生
を抱えている。医学部は 6年制で第 i学年への登録は自
由にできるが第 2学年への進学の際に約 350名にしぼら
れる。日本では医学生に必須とされている解剖実習もこ 
l司 1 秀*
こでは学生が多すぎるために行なわれない。
病院は市民病院と称し， 1 km四方にも及ぶ敷地に病
棟が新!日入り乱れて建ち並んでいる。この中の最古の建
物は現在薬局として使用されているもので i1537Jとい
う完成時の年号が刻まれている。病院構内で、最新の建物
は職員食堂であり，間もなく現在建築中の保育所がこれ
に代るはずである。
病院の長い塀の外側に，医学部の近代的建物とは対照
的に古めかしいドイツ風の建物がある。ここには細菌学
教室，ウイ jレス学教室，熱帯病寄生虫学教室が同居して
いる。私の居るウイノレス学教室は細菌学教室から独立し
て数 10年の新らしい教室である。教室は研究部門とウ
イルス検査部門とに大別されている。検査部門では病院
内の検体のみならず，市中の専門医からの検体も引き受
け，血清反応はもちろん， ウイ Jレスの分離，同定も日常
検査として行なっている。驚いたことにリケッチアの血
清反応検体が多く，しかも毎回陽性者が居るという。し
かし陽性者はストラスプールに古くから住去人ではな
く，アルジエリア方面からの移住者であるということで
あった。またクラミディアによる非定型尿道炎が一種の
性病として(第 5性病?)として重要視されて来てお
り，当教室でもクラミディアの分離，同定を日常検査化
すベく準備中である。
研究部門の研究員連は CNRS(Centre National de 
la Recherche Scientifique)や INSERM (Institut 
National de la Santとetde la Recherche Medicale) 
に属しており，検査部門の助手達と異なり当ウイルス学
教室の所属ではない。助手達が当教室を去ることはすな
わち失職であるのに対し，研究員達は職を失なうことな
く，他の研究室に移ることが可能で・ある。しかしフラン
スでも国家公務員数を制限しており，このため若い人々
が研究職に就くことは非常に困難であるという D
研究室の l日は器具の洗糠や滅菌をする女性達の活動
から始まる。彼女達は朝 7時から体力に物を言わせて獄
烈な勢で働き始める。次に現われるのは技術員連で 8時
半から 9時頃に姿を見せる。最も遅いのが研究員連で全
員そろうのは 9時半頃である。 10時半頃になると誰か
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が「コーヒー，コーヒーJと研究室内をふれてまわる。
すると人々は区切りの良い所で仕事を止め，コーヒーを
飲みながら一頻りおしゃべりをする。以前には教授も必
ず姿を見せていたというが，現在は忙しすぎて，来るこ
とはほとんどない。昼休みは 12時から 2n寺までの 2時
間あり，ストラスプールではまだ交通事情が悪くないの
で大半の人々は家へ食事をしに帰る。当教室は新しく，
研究員の平均年令も 30才代であるが， 日本の研究室の
ように夜遅くまで実験をしたり，議論をしたりすること
はなく， 7時ともなれば誰もいなくなる。
教室予算は日本の大学とは比較にならぬ程豊富であ
り，高価な実験器具が所狭しと並べられているo しかし
ある研究員が「日本の研究室では日本製の機械で研究す
るのだろうが，ここは見てみろ。」 と皮肉な調子で指摘
したようにいずれの機械もフランス製ではない。ほとん
どがアメリカかドイツ製である。薬品はほとんどドイツ
製，鉛筆，抑lまでドイツ製である。小さな振とう器と使
い捨ての注射器は日本製であった。
当教室は例外であり，フランスの研究室が皆この様で
あると思ってもらっては困ると釘を刺されているのだ
が，この教室には女性が非常に多い。技術員は全て女性
である。技術員は生物系のパカロレア合格後上級技術員
養生所で 2年間学び， 国家試験を受けてその資格を取
る。もちろんこの合格者の中には男性もいるが，給与条
件が悪いため男性は大学に就職したがらないそうで，こ
れが大学に女性技術員が多い原因だということである。
カトリックの影響の強いフランスではあるが，人工流
産は昨年より解禁され，今年からは以前よりはるかに簡
単に離婚できるようになった。しかし人工流産は宗教上
の理由から種々の議論があるようで， ヒト胎児細胞の培
養をしている教室の若い女性もこれには否定的な意見で
ある。 
キ* * 
「フランス人は保守的で、ある」とよくいわれる。 Jレイ
・パストウール大学医学部も建物は新らしくなっている
けれども研究体制はあまり変化していないようである。
システムが古くて機能的でないものの代表例は図書館で
ある。日本では文部省が予算を認める限り中央化してゆ
こうとしているのに対し，当医学部にはこの様な動きは
まったく感じられない。図書や雑誌は各教室に分散して
おり，しかも所在目録がないため希望の雑誌を探すのは
非常に困難である。どの雑誌がどの教室にあるのかを知
るには古手の研究員に聞く他はない。ウイルス学関係の
雑誌はほとんど揃っており，この面での不便はないが，
たとえば New.Engl.J. Med.のような総合臨床誌を
読もうとすると非常に苦労する。たとえ雑誌のある凶書
室がわかっていても，利用できるのは 9-12時， 2-5時
でしかも図書室の鍵を管理している秘書のいる時に行か
ねばならないからである。またコピーの機械が普及して
いないことも雑誌類の利用を不便にしている。この様な
状態であるため，どの様な日本の欧文誌が当大学に来て
いて，それがどの程度読まれているかといったことは知
る術がない。ただ細菌学教室の図書室には Japan.J. 
Microbiol.が 1970年からきており，これはかなりの人
達が目を通しているようである。各図書室聞の連絡が欠
けているために重複している雑誌が多くある。ウイノレス
学教室と細菌学教室との重複雑誌を数えたところ，実に 
6種あった。
当教室は，フランスのノーベノレ賞受賞者の一人である 
Andre Lwoffの影響下にあり，数年前まではウイ jレス
の温度感受性と病原性の問題を研究の中心にしていた
が，その後実験的ウイ jレス性肝炎に中心が移っている。
大多数の人々がカエルのへJレペスウイルスによって惹き
起こされるマウスの肝炎に関する仕事をしているが，し
かしその研究活動は決しで活発ではない。肝炎という病
理現象を生化学的側面から捕えようとしているのだが，
研究そのものが行き詰っているように感じられる。私自
身はこれとは別にヒト血清肝炎の実験モデルとして最適
といわれながらも，今までに定量的研究が少ないマウス
肝炎ウイルス 3型を扱っている。単独で仕事を進めてい
るために日本人とフランス人の考え方や，習慣の相違に
由来する感情的摩擦に悩まされることもなく気楽であ
る。
職員食堂では時々ピラが配られている。先日女性労働
者よ結集せよと書かれたピラがあった。そのスローガン
のうち主なものを紹介すると，①最低賃金 2000F (政
府奨学金と同額)。②産休を 20週とせよ(現在 14週)。
③各職場に無料の保育所を設置せよ。④人工流産，避妊
手術を自由化し，かつ無料にせよ。このスローガンの下
にあらゆる困難を排除しつつ戦いぬく決意の女性労働者
がどの程度結集したかは不明で、ある。
